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自動車のトランスミッションには特有の騒音が発生するものがあり，防音材のカバーをつけて低減

している．防音カバーはトランスミッション本体に固定されているが，振動伝達により防音カバーの

放射音も発生している可能性もある．本研究では，トランスミッションを想定した治具に簡易形状の

防音カバーを取り付け，治具を加振した際の振動加速度や音圧レベルを計測した．また，FEM で治具

や防音カバーをモデル化し，振動音響解析を実施した．防音カバーのマウント方法の変更，積層構造

の変更，極細繊維材の追加、穴を開けた際の影響などを報告する． 
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1．緒   言 

近年，自動車の性能として車内快適性が重視さ

れ，さらなる車内の静粛性が求められている．自

動車のトランスミッション（AT やCVT など）に

は，特有の騒音が発生するものがあり，吸遮音材

の防音カバーをつけて騒音を低減している．防音

カバーはトランスミッション本体に固定されてお

り，トランスミッションからの放射音を低減（吸

音，遮音）しているが，振動伝達により防音カバ

ーから放射される音が影響する可能性もある．本

研究では，トランスミッションを想定したアルミ

製の治具に簡易形状の防音カバーのテストピース

を取り付け，マウント方法を変えて治具を加振し

た際の防音カバーの振動加速度や，一定距離離れ

た位置で音圧レベルを計測した．また，FEM で治

具や防音カバーをモデル化し，振動音響解析を行

った．防音カバーの素材はフェルトやGW（グラ

ウウール）で，Biot-Allard モデル(1)を用いて計算

した．防音カバーの固定方法やカバーの素材を変

更した際の振動加速度や音圧レベルの変化等を報

告する． 

2．解析手法 

今回は，吸音ダクトで用いたフェルトについて骨

格と内部空気を扱う Biot-Allard モデル(1)を用い

て計算を行った．Biot-Allard モデルは，材料に入っ

てくる入射音がその材料中の多孔質弾性体(ウレタ

ンやグラスウール等)の隙間を通ることで伝わって

くる空気伝搬音と，材料の内部を伝わる固体伝搬の

変位を予測する理論式である．固体伝搬と空気伝搬

音の相互作用を考慮した骨格部の変位：us  及び，

流体の変位：u f  を用いて，それぞれ式（1），式（2）
のように表される．  
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